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訪問介護で気を付ける注意点 

１：事務所内での行為  

① 入室時玄関のドアノブや取手など手に触れた部分は消毒・殺菌する。 

② 電話・テーブル・机・椅子・書棚・照明スイッチ・流し台・蛇口・パソコン・コピー機、等の消毒・ 

殺菌をする。 

③ 打合せ・会議の時は特に、3 蜜にならないようにしマスクを付け、換気を常に行う。 

※3蜜の定義＝換気の悪い密閉空間 多数が集まる密集場所 間近で会話や発声をする密接場所 

④ 常に清潔な服装で、感染菌を持ち込まないように心がける 

⑤ 感染防止に向け職員が感染源とならない様に、常にお互いの健康状態を気にかけ少しでも 

体調が悪い場合は管理者に報告し、自宅待機出来る様に環境を整える 

⑥ 持ち歩くカバンや小物にも殺菌・消毒を心掛ける。 

⑦ 利用者の情報の共有化を日頃から行い感染の疑いについて早期に把握出来る様にする。 

⑧ 空気の流れを作るために事務所内の換気扇は止めない事。 

⑨ 物品の受け渡しについては、玄関などの限られた場所で行う事とし、事業所内に立ち入る 

必要がある場合は、体温計を測定してもらい発熱がある場合は、立ち入りを断る。 

⑩ 業者との接触にはマスクを着用し、対応の前後に手指の消毒をする。 

 

２：移動時の注意事項  

   ① 車両の内部は、常に殺菌・消毒・消臭を心掛ける。座席、ハンドル、シフトレバー、ドア 

     等、常に手が触れるところは入念に行う。カーマットは常に清潔にして細菌の伝染を防ぐ。 

   ② 制服は各訪問事に殺菌剤で消毒してからサービス訪問を行う。 

   ③ 車内で訪問する都度に靴下を履き替え、マスクを取り換える。 

   ④ 訪問用の靴は常に清潔にし消臭や消毒を小まめに行っておく事。 

   ⑤ コンビニなどの共有トイレ等を借用し使用する時は手の触れる場所等は洗浄を入念に行う 

   ⑥ 使い捨てマスクは蓋付きのゴミ箱やビニール袋に捨てる 

   ⑦ 日中、車を長時間駐車する場合は車内温度が上がり熱中症になる可能性もあるので冷却スプレー等を使用

し車内の温度を出来るだけはやく下げ暑さ対策を怠らない事。（体力の温存を図る） 

   ⑧ 体温の上昇で熱中症や日射病を防ぐ為に冷却タオルや冷感マスクを使用する。 

   ⑨ 上記項目に付随してスポーツドリンク等で体の水分量を確保し健康・体力状態の維持する事を心掛ける（こ

の様なことが感染症の予防に繋がる）我慢しないで水分補給は行う事。      

⑩ 車内では常に身体のクールダウンを心掛ける事 

      

３：訪問時の注意事項 

① 玄関のインターホンや入口のドアや取手は細菌の感染源となり安いので特に気を付ける。 

必要に応じて利用者に失礼の無い様に消毒殺菌剤をさりげなく行ってから訪問する。 

② 訪問する先々では自分の体温を管理し自己の健康状態を把握してから訪問する。 

身体が急激に異常を生じた場合は直ぐに、サービス提供責任者及び管理者及び事業所に連絡し指示を仰ぐ

事。勝手な判断は絶対にしない事。 

③ 玄関内では上着を脱ぎ、カバンを入り口に置き手の洗浄をするのに利用者又は家族の同意を得てから洗浄

をする。介助終了後も手の洗浄を利用者（家族）の許可を得て行う事。 



④ 介助は出来るだけディスポ-ｻﾞﾌﾞﾙを使用する事を心掛ける、お互いの感染を防ぐ為に介助中は利用者と真

正面に対峙しないで自分の体を利用者より少し身体をずらして飛沫感染しない様にする。 

介助の開始時と終了時に、液体石けんと流水による手洗いまたは消毒 用エタノールによる手指消毒を実施

する。手指消毒の前に顔（目・鼻・口）を触らないように注意する。「１ケア１手洗い」、「ケア前後の手洗 

い」を基本とする 

⑤ 排泄の介助等おむつ交換の際は、排泄物に直接触れない場合であっても、ディスポ-ｻﾞﾌﾞﾙに加え、 使い捨

てエプロンを着用する。 ・ おむつは感染性廃棄物として処理を行う。 

 ※ ポータブルトイレを利用する場合の介助も同様とする。（使用後ポー タブルトイレは洗浄し、次亜塩

素酸ナトリウム液等で処理を行う。） 

⑥ 手洗い原則は病原菌を持ち込まない、持ち出さないです。以下のことに留意する事 

・手洗いは、訪問時と終了時 

・手洗いは、体液、粘膜、創部との接触後 

・手洗いは、排泄物、汚物等を処理した後 

・手洗いは、汚染された器具、装置を扱った後 

・手洗いは、ディスポーザブルやエプロンを脱いだ後 

・手洗いは、トイレの後食事の調理の前 

⑦ リネン・衣類の洗濯等は利用者のリネンや衣類については、熱水洗濯機（80℃10 分間）で処理 

洗浄後乾燥させる か、または、次亜塩素酸ナトリウム液浸漬後、洗濯、乾燥を行う。 

利用者が鼻をかんだティッシュ等のゴミの処理は、ビニール袋に入れて処理を行う。  

⑧ 手洗い洗浄後は肌のカサつき・肌荒れを出来るだけ防ぐ為にハンドクリームを塗布した 

後に介助を行う。 

⑨ 感染を疑う風邪の症状や 37.5 度以上の発熱が４日以上（高齢者・基礎疾患がある者・妊 婦である利用者

等については２日程度）続いている者又は強いだるさ（倦怠感） や息苦しさ（呼吸困難）がある利用者の

場合は新型コロナウイルスの感染の疑いがあるので直ちに管理者に連絡し指示を仰ぐ事 

⑩ 利用者への介助に当たっては、部屋の換気を１、２時間ごとに５ ～10 分間行う事。また、他の部屋につ

いても利用者（家族）の同意を得てから窓を開け、換気を実施する 

 

４: 濃厚接触が疑われる利用者に係る適切な対応の実施 

① 濃厚接触が疑われる利用者については、自宅待機を行い、保健所の指示に 従う。 

② 保健所・ケアマネから報告を受けた場合は、保健所と相談し生活に必要なサービスを 

確保する。 

③ 濃厚接触が疑われる職員の中で、発熱等の症状がある場合は、自宅待機を 行い、保健所の指示に 

従う。発熱等の症状がない場合 であっても、保健所と相談の上、可能な限りサービス提供を 

行わない 

④ 感染が疑われる者との濃厚接触が疑われる職員のうち発熱等の症状がある場合は、自宅待機を行い、保健

所の指示に従う。発熱等の症状がない場合 であっても保健所と相談の上、可能な限りサービス提供を行わ

ない事とする。 

  

５：サービス提供にあたっての留意点 

① 自身の健康管理に留意し、出勤前に各自で体温を計測して、発熱や風 邪症状等がある場合は出勤し

ないこと。 

② 濃厚接触が疑われる者とその他の利用者の介護等に当たっては、可能 な限り担当職員を分けての対



応や、最後に訪問する等の対応を行う 

③ 訪問時間を可能な限り短くできるよう工夫を行う。ただし、やむを得ず長時間の見守り等を行う場合

は、可能な範囲で利用者との距離を保つ様に工夫する。 

④ 訪問時には、換気を徹底する。 

⑤ 濃厚接触が疑われる者の介助に当たっては、職員は使い捨て手袋とマ スクを着用する。 

咳込みなどがあり、飛沫感染のリスクが高い状況では、必要に応じてゴーグル、使い捨てエプロン、

ガウン等を着用する。 

⑥ 体温計等の器具については、消毒用エタノールで清拭を行う。  

⑦ サービス提供開始時と終了時に、液体石けんと流水による手洗いまたは消毒用エタノールによる手指

消毒を実施する。手指消毒の前に顔（目・ 鼻・口）を触らないように注意する。 

⑧ 「１ケア１手洗い」、「ケア前後の手 洗い」を基本とする。  

⑨ 清潔・入浴の介助等 ・ 介助が必要な利用者については、原 則清拭で対応する。 

清拭で使用したタオル等は、手袋とマスクを着用し、一般定な家庭用洗剤で洗濯し、 

完全に乾燥させる。  

 

６：対象物による消毒方法  

対  象 消毒方法 

 

手  指 

 

・エタノール含有消毒薬：ラビング法（30 秒間の擦式） 

 ワイピング法（拭き取り法）  

・スクラブ剤による洗浄（消毒薬による 30 秒間の洗浄と流水）  

嘔吐物、排泄物  

 

・嘔吐物や排泄物や吐物で汚染された床は、手袋をして 0.5%次亜塩 素酸ナトリウム

で清拭する。 

差し込み便器 （ベッ

ドパン）  

 

・熱水消毒器（ベッドパンウォッシャー）で処理（90℃1 分間）。  

・洗浄後、0.1%次亜塩素酸ナトリウムで処理（5 分間）。  

 

 

リネン・衣類 

 

・熱水洗濯機（80℃、10 分間）で処理し、洗浄後乾燥させる。  

・次亜塩素酸ナトリウム（0.05～0.1%）浸漬後、洗濯、乾燥させる。 

 

 

 

食  器 

 

・自動食器洗浄器（80℃10 分間）  

・洗剤による洗浄と熱水処理で十分である。  

まな板、ふきん  

・洗剤で十分洗い、熱水消毒する。 

 ・次亜塩素酸ナトリウム（0.05～0.1%）に浸漬後、洗浄する。 

ドアノブ、便座 ・消毒用エタノールで清拭する。 

 浴槽 ・手袋を着用し、洗剤で洗い、温水（熱水）で流し、乾燥させる。  

カーテン 

 

・一般に感染の危険性は低い。洗濯する。  

・体液等が付着したときは、次亜塩素酸ナトリウムで清拭する。  
 

 

 



感染症対策連絡網 

名   称 電 話 番 号 

 

一般相談（コールセンター） 

 

電話番号：０１２０－５６７－１７７ 

受付時間AM８：３０～PM9:00 

土日祝日AM8:30～PM5:15 

帰国者接触者相談センター 

 

電話番号0120－567－747 

受付時間：度日祝日含む24時間 

健康福祉部保健所健康推進課感染症対策係 

住所：福島市森合町 10番 1号保健福祉センター 

電話番号：０２４－５７２－３１５２   F A X ：０２４－５２５－５７０１ 

福島市役所     〒960-8601 福島市五老内町3番 1号 

電話番号：０２４－５３５－１１１１（代 表） 

リンク訪問介護ステーション 

〒９６０－０１０１ 福島市瀬上町字 寺前 12-13 ホワイトコーポラス 

電話番号：０２４－５９７－８８９３  F A X：０２４－５９７－８８９５   

 

訪問介護感染症対策動画資料 
 

 
NO１：【厚生労働省老人保健課許可済】 

 
訪問介護職員のため新型コロナウイルス感染拡大防止 

基本的動画   
監修：一般社団法人全国訪問看護事業協会     
制作：聖路加国際大学大学院看護学研究科 山田雅子      

 
NO２【厚生労働省老人保健課許可済】 

 
訪問介護職員のため新型コロナウイルス感染拡大防止 

基本的動画   
監修：一般社団法人全国訪問看護事業協会     
制作：聖路加国際大学大学院看護学研究科 山田雅子      

 
NO３【厚生労働省老人保健課許可済】 

 
訪問介護職員のため新型コロナウイルス感染拡大防止 

基本的動画  
監修：一般社団法人全国訪問看護事業協会     
制作：聖路加国際大学大学院看護学研究科 山田雅子      

 

 

 

 

 



    

補足事項 

１：用語の定義 

スクラブ法： （洗浄法） 洗浄剤を配合した手洗い用消毒薬を使ってよく泡立てて擦った後、流水で洗い 流す

方法。 洗浄と消毒が同時に行える。  

ラビング法：（擦式法） アルコール擦式製剤を手掌にとり、乾燥するまで擦り込んで消毒する方法。 特別な 手

洗い設備を必要としないため、簡便に手洗いができる。 

次亜塩素酸水とは 

「次亜塩素酸水」は、塩化ナトリウム水溶液を電気分解するなどして作られたものです。新 

型コロナウイルスの消毒目的で利用が広がっています。 

使用用途は、スマホの画面・キッチン周り・テーブルなど身の回り品の消毒です。手指を含む

人体への使用は推奨されていません。 

空間除菌のために、加湿器などを使って次亜塩素酸水を空気中に噴霧することは控えてくださ

い。吸引してしまうと、人体に有害な可能性があるからです。 

次亜塩素酸水使用時に注意すること 

  酸性洗剤と混ぜて使用しないでください 

 金属製（鉄、ブリキ、銅など）の容器は錆びる可能性があります 

 次亜塩素酸水には使用期限があります。また次亜塩素酸水の濃度は、時間経過にともなって

低減します 

 次亜塩素酸水は有機物によって分解されます。使用時は、あらかじめ消毒したいものの汚れを

落としておきましょう 

 次亜塩素酸水は紫外線によって分解されます。遮光性の容器に入れるか暗所に保管しましょう 

 2020年 5月 29日現在「次亜塩素酸水」の新型コロナウイルスへの有効性は確認されていま

せん。あくまで「有効な可能性があるもの」という点に留意してください 

次亜塩素酸ナトリウム液とは 

一方の「次亜塩素酸ナトリウム液」は、ハイターの原料である塩素系漂白剤等を希釈して作られた

もの。液性は非常に強いアルカリ性です。 

厚生労働省は、食器・手すり・ドアノブなど身近な物の殺菌消毒に有効だとしています。ご家庭で

手作りできるのもポイントですね。 

 

 



 

次亜塩素酸ナトリウム液の取り扱いには、十分な注意が必要です。 

酸性タイプの製品と一緒に使用すると、有害ガスが出て大変危険です。目に入ると失明のおそれ

があります。 

手指の消毒を含め、人体に直接使用することは絶対にしないでください。空間除菌のために霧吹

きやスプレーで散布することも避けてください。 

またハイターなど塩素系漂白剤から次亜塩素酸水を生成することはできません。塩素系漂白剤を

薄めた液を「次亜塩素酸水」の代わりに使用することは避けてください。 

次亜塩素酸ナトリウム液の正しい使い方 

次亜塩素酸ナトリウム液は、正しく使用すれば、ドアノブや手すり、照明のスイッチ、便座などの殺

菌消毒に非常に効果的です。ポイントは、濃度 0.05％に薄めた上で使用すること。 

ここからは厚生労働省や自治体が示している「次亜塩素酸ナトリウム液の作り方」をご紹介しま

す。 

次亜塩素酸ナトリウム液（希釈）の作り方 

1. 原液濃度が 5％〜6％の塩素系漂白剤を用意します 

2. 500mlのペットボトル 1本の水に、5ml（ペットボトルのキャップ 1杯）の塩素系漂白剤を入れま

す 

3. ペーパータオルなどに十分に薬液を含ませて拭いた後、水拭きをします。直接手に触れないよ

うご注意ください 

花王やカネヨ石鹸などメーカー別の作り方は、以下の図を参考にしてください。 



 
（抜粋）新型コロナウイルス 身の回りを清潔にしましょう。（厚生労働省／経済産業省） 

      



      

次亜塩素酸ナトリウム液使用時に注意すること 

次亜塩素酸ナトリウム液を使用する際は、以下の事項に十分注意してください。 

 家庭用手袋等を着用し、直接手で触れないように使用してください 

 消毒作業以外には使用しないでください 

 使用するときは、十分な換気を行ってください 

 乳幼児の誤飲に十分注意してください 

 他の薬品と混ぜないでください 

 金属部位に使用する場合は、劣化する可能性があります 

 他の容器に小分けにして使用する際には、十分注意して取り扱ってください 

 スプレーボトルでの噴霧は避けてください 

 目の中に入った場合は、直ちに水で洗い流してください 

 製品に記載してある「使用上の注意」をよく読んで使用してください 

 消毒液は保存せずに、その都度作るようにしましょう（時間経過にともなって効果が減っていき

ます） 



 



   

    ３つの密を避けましょう」を公表 

  

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000164708_00001.html#kokumin


  

 



 

 

 


